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緒　　言
本研究では、現存するインド最古層の宗教文献である

ヴェーダ文献（特に B.C.1200 年頃以降 B.C.6 世紀頃ま
で）に伝えられる乳加工関連の記述を翻訳・精査し、こ
れに基づく再現実験を通じて個々の乳製品や加工に用い
られた材料・道具等の同定を目指した。文献調査を申請
者が、再現実験を共同研究者の平田昌弘帯広畜産大学准
教授が担当した。これらを踏まえてインドの現地調査を
行い、文献調査と実験との結果を現代の乳食文化との関
連の中で位置づけてゆくうえでの、一つの視点を示すべ
く努めた。

古代インドの乳加工については、主に畜産・食品加工
学の分野から言及されてきたが、紀元後 5 世紀頃以降
の漢訳仏典とその注釈書に負う所が多く、より古いイン
ドの原典に基づく解明には至っていない。近年は文化人
類学の分野でも現代に残る「伝統的」乳加工の実態が伝
えられるようになった。その際、報告される「伝統」の
形成過程は、調査対象となる社会乃至共同体の生活基盤
の歴史的変遷を跡づける上で重要であるが、一次文献に
直接遡る検証は必ずしも十分であるとは言えない。翻っ
てインド学の分野からは、仏教教団の生活規定をまとめ
た律文献を中心に教団の食生活を扱っているものの、乳
製品については名称の列挙に留まり、具体的な加工法等
への言及を欠く。

文献の精査は乳加工の歴史のみならず、乳製品を重用
した社会・共同体の歴史的解明にも寄与し得る。例えば、
ヴェーダの文献展開史は、インド・アーリヤ諸部族のイ
ンド亜大陸における移住遊牧生活及び定住化の歴史と密
接不離の関係にあり、その解明は、当時の牛を中心とし
た牧畜生活の形態や食生活の実態を明らかにするうえで
も必要不可欠である。就中、現代に至るまでインドの宗
教・文化に大きな影響を及ぼしたヴェーダの宗教につい
ては、今なお多くの問題が未解明のまま残されている。
本研究課題はこれらの解明に資することは元より、現代

社会における「伝統」の形成と背景とを明らかにするう
えで不可欠な資料を提供するものである。

実験方法
①西村がヴェーダ文献該当箇所を翻訳し、②これに基

づいて平田が自身の計画・立案によって再現実験を行っ
た。③また、グジャラート州及びパンジャーブ州におい
て現代の乳加工について調査した。④上記①－③を総合
し、文献の伝承との異同を明確にすべく努めた。

結　　果　
紙数の都合により、①及び②の中核的な部分について

一例を挙げる。

①翻訳 : 以下に示すのは、新月祭において「サーンナーィ
ヤ sāṃnāyya」（原義は「混ぜ合わせ」）という供物を前
日に準備する場面で唱えられるマントラ（祝詞、祭詞）
とその解釈、並びに当該マントラ唱誦に伴う作業に関
する議論である。sāṃnāyya は、前日夜に搾乳・加熱し
て発酵させた酸乳（ダディ dadhi）と当日朝に搾乳・加
熱した乳（シュリタ śta）との混合物。英雄神であるイ
ンドラ Indra（またはマヘーンドラ Mahendra「偉大なる
Indra」）に捧げられる。これらは祭火に注ぐ直前に混ぜ
合わされるため、当時の人々に確認可能な変化は起こっ
ていないものと考えられる。

新月祭・満月祭は、毎月 2 日間にわたって行われ
る、ヴェーダ祭式の基本形である。新月祭における
sāṃnāyya 献供の位置づけは、ヴェーダの各学派の間で
異なり、時代の推移に伴う祭式全体の整備過程に応じて
変化した可能性も指摘される 1）。本報告ではヴェーダ散
文最古層の伝承を含む『マイトラーヤニー サンヒター

（MS）』（B.C.1000－800 頃）と同学派の祭式綱要書と
を取り上げる。マントラ中の「ソーマ Soma」は、麻黄

（Ephedra）であると考えられる 2）。インド・アーリヤの
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人々がインド亜大陸に進出する以前（インドイラン共通
時代）に用いられていたものの、ヴェーダ後期時代には
代用植物の使用が伝えられており、入手困難となったも
のと推測される。祭式綱要書では dadhi を添加すること
を定めており、Soma に代わる凝固剤として dadhi が用
いられていたことが明らかとなった。

◆ MS I 1, 3 : 2, 10 – 1 1（ﾏﾝﾄﾗ、B.C.1000 頃）「Indra の
為に、君（乳）を、分け前とするべく、Soma によって
私は固める」3）  。◆ MS IV 1, 3 : 5,  1 0 – 1 2（ﾌﾞﾗｰﾌﾏﾅ : マン
トラ解釈と神学的議論、B.C.800 頃）「『Indra の為に、
君を、分け前とするべく、Soma によって私は固める』
と［唱える］。当の物（乳）を他ならぬ Soma にするこ
とになる。かくて又、このように知りつつ sānnāyya を
飲むと、その人によっては Soma を飲む事が継続され
ているのだ」4） 。◆『マーナヴァ・シュラウタスートラ

（MānŚrSū）』I 1, 3, 34（祭式綱要書、B.C.6－7世紀頃）「（鍋
の）底が冷めたらアグニホートラ Agnihotra5）の残りで
ある dadhi を用いて、『Indra の為に、君を、分け前とす
るべく、Soma によって私は固める』と［唱えて］固める。
あるいは『Mahendra の為に』と［唱える］」6） 。

②再現実験 : 加熱殺菌乳 100g に麻黄圧搾液を添加し、
30℃及び 40℃の設定温度下に静置。12 時間毎に経過観
察。圧搾液は以下の手順で採取した  : 5mm 程度に切った
乾燥麻黄 1g、 0.5g、 0.1g、 0.05g、 0.01g に蒸留水 5g を
添加、15 分後に蒸留水 5g を追加して、乳鉢で 1 分間す
り潰した。これをガーゼで濾過し、加熱殺菌乳に添加し
た。また、麻黄における凝固作用の有無を確認する為、
加熱殺菌乳のみと酸乳 10% 添加乳との 2 区画も設け、
同様に経過観察した。今回の実験では、麻黄添加後 12

時間が経過した時点での粘度と pH に大きな変化は見ら
れず、翌日に dadhi（酸乳）として用いるという祭式手

順とは合致しない。麻黄が凝乳作用を持つという確実な
証拠は得られなかった。

考　　察
①翻訳について : マントラでは、Soma を用いて乳を

凝固させていたことが示唆されている。一方、ブラーフ
マナからは、sāṃnāyya と Soma とを同一視する観念が議
論の背景にあることが窺われる。さらに、祭式綱要書で
は dadhi 製造のために、スターターとなる ātañcana を用
いる。すなわち Agnihotra の残りが自然発酵で dadhi に
なったものを使用することが定められている。これらの
伝承の背景には、インド・アーリヤ諸部族の移住による

地理的変化が影響していたものと推測される。②再現実
験について : 今回は pH と粘度との推移を中心に観察し
た。麻黄の持つタンニンが凝固を促したという作業仮説
を立てたが、明確な証拠は得られなかった。今後、条件
を替えた実験に加え、凝固物と分離水分との成分分析も
視野に入れて、さらなる観察が必要である。

要　　約
ヴェーダの古い伝承では、sāṃnāyya を準備する際に

Soma を用いて乳を凝固させていたことが推測されるが、
後には酸乳や代用植物の使用が明記されるようになっ
た。インド・アーリヤ諸部族の移住に伴う地理的変化に
よって気候条件が変わり、Soma の入手も困難となった
ことが影響した可能性も否定できない。Soma を麻黄に
比定する見解に基づいて再現実験を行ったが、今回は乳
凝固が麻黄の作用であるとの確証は得られなかった。今
後さらなる観察が必要である。
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